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解 答
宗 ４

就 唄(ア) 3500円 (イ) 2500円 欝(ウ) ９周 (エ) ６周 蔚(オ) 月曜日 (カ) ８月 (キ) 13日

鰻(ク) 50円 (ケ) 1070円 姥(コ)(サ) １：１ (シ) 60或

州 唄(ア) 50分後 欝(イ) 時速7.2㎞ (ウ) 時速８㎞ 蔚(エ) 37分 (オ) 30秒後

修 唄 ５：３ 欝 12㎝ 蔚 ３㎝

愁 唄 18通り 欝 ４通り 蔚 28通り
45拾 唄 128安 欝 20㎝ 蔚 ３：１ 鰻 倍 姥 108安64

解 説

就 唄 (７－1500)：(５－750)＝８：７ →(７－1500)×７＝(５－750)×８ →49－10500＝40－6000

(10500－6000)÷(49－40)＝500 ……１

500×７＝3500(円) ……ア 500×５＝2500(円) ……イ

欝 ２人の周回数の和が２周なのは１日間，３周なのは２日間，４周なのは３日間，……，と増えていきますから，

100＝１＋２＋３＋……＋13＋９ → ２人の周回数の和が15周になる14日間のうち９日目

したがって，100日目にはＡ君は９周(ウ)，Ｂ君は(15－９＝)６周(エ)したことがわかります。

蔚 ２人が次に出会うのは３と５の最小公倍数の15日後ですから，

15÷７＝２あまり１{月} → 次に会うのは月曜日(オ)

２人が次に日曜日に出会うのは，15と７の最小公倍数の105日後ですから，

５月105日 →６月(105－31＝)74日 →７月(74－30＝)44日 →８月(44－31＝)13日 ……カ，キ

鰻 ど×２＋よ×４＋箱＝1150(円) …Ａ
よ×10＋箱×２＝1150×３－1250＝2200(円) …Ｄ(Ａ×３－Ｂ)

ど×６＋よ×２＋箱＝1250(円) …Ｂ →
よ×３＋箱＝1150×２－1620＝680(円) …Ｅ(Ａ×２－Ｃ)

ど×４＋よ×５＋箱＝1620(円) …Ｃ

よ×４＝2200－680×２＝840(円) ……Ｄ－Ｅ×２

680－210×３＝50(円) ……ク(箱)

(1150－210×４－50)÷２＝130(円) ……ど

130×３＋210×３＋50＝1070(円) ……ケ

姥 ＡＨ：ＨＦ＝ＡＥ：ＢＦ＝２：２＝１：１

より，右の図のようになります。(３点Ｊ，Ｈ，Ｇは一直線上)

ＪＨ：ＢＦ＝ＡＨ：ＡＦ＝１：(１＋１)＝１：２

１ＪＨ＝２× ＝１
２

ＢⅠ：ⅠＧ＝ＢＦ：ＨＧ＝２：(２＋１－１)＝１：１ ……コ：サ

台形ＥＨＧＤの面積は，長方形ＡＪＧＤの面積の半分ですから，

１ １180× × ＝45(或) ……台形ＥＨＧＤ
２ ２
１ １ １ ２180× × × × ＝15(或) ……三角形ⅠＢＦ(ⅠＧＨ)２ ２ １＋１ ２＋１

45＋15＝60(或) ……シ(五角形ＥＨⅠＧＤ)

１州 唄 ２÷12＝ (時間) →10分 ……Ａ君が２㎞走る(休む)時間
６

10×５＝50(分後) ……ア

欝 Ｂ君の速さは右のグラフのあの場合以上，いの場合未満ですから，

１６÷( ×５)＝(時速)7.2(㎞以上) ……イ６
１

４÷( ×３)＝(時速)８(㎞未満) ……ウ６
50 50 ４ 100蔚 ２÷7.2×60＝ (分) ……カ × ＝ (分) ……キ３ ３ ２ ３

50 ６× ＝25(分) ……ク
３ ６－２

100 ６ １25＋( －25)× ＝37 (分) →37分30秒後 ……エ，オ３ ４ ２
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修 唄 ＡＧ：ＧＤ＝ＡＧ：ＧＥ＝ＡＢ：ＢＤ＝40：(48÷２)＝５：３

欝 ＡＢ：ＡＤ＝５：４ ですから，

４ＡＤ＝40× ＝32(㎝)５

３ＧＤ＝32× ＝12(㎝) ……円Ｐの半径
５＋３

蔚 右の図で，かげをつけた図形と斜線をつけた図形は相似ですから，

ＥＧ：ＦＨ＝ＡＤ：ＡⅠ＝32：(32－12×２)＝４：１

１ＦＨ＝12× ＝３(㎝) ……円Ｑの半径
４

愁 唄 Ａ－Ｂ＝Ｃ →Ａ＝Ｂ＋Ｃ を考えます。Ａが７以下であることに注意し，Ｂ＜Ｃの場合を考えると，

(Ｂ，Ｃ)＝(１，２)(１，３)(１，４)(１，５)(１，６)

(２，３)(２，４)(２，５) →５＋３＋１＝９(通り)

(３，４)

Ｂ＞Ｃの場合も同じだけありますから，全部で(９×２＝)18通りできます。

欝 １Ａ－Ｂ＝Ｃ →１Ａ＝Ｂ＋Ｃ を考えます。１Ａが12以上であることに注意すると，

(Ｂ，Ｃ)＝(５，７)(６，７)(７，５)(７，６) →４通り

蔚 ＡＢ－ＣＤ＝Ｅ →ＡＢ＝ＣＤ＋Ｅ(ＡはＣより１大きい)を考えます。ＤとＥの和が11以上であることに注意し，

ＡＢ－Ｅ＝ＣＤ Ｄ＜Ｅの場合を考えると，

(Ｂ，Ｄ，Ｅ)＝(１，４，７)(１，５，６)(２，５，７)(３，６，７)

ＡとＣの組は， の場合は２通りずつ， の場合は１通りありますから，

２×３＋１×１＝７(通り)

Ｄ＞Ｅの場合も同じだけあり，さらに，それぞれについてひき算の式は２通りずつ考えられますから，全部で，

７×２×２＝28(通り)

１拾 唄 ８×８×６－８×８÷２×６× ×４＝128(安)
３

欝 展開図は(図１)のようになります。求める長さは，ＰＱＲＳＰ'が直線に

なるときの長さですから，ＡＣの長さの２倍に等しくなります。よって，

５６× ×２＝20(㎝)
３

蔚 (図１)より，

ＢＱ：ＱＣ＝ＤＲ：ＲＣ＝ＤＳ：ＳＡ＝ＢＰ：ＰＡ＝３：１

鰻 (図２)のように，点Ｂを含む立体は四角すいＰ－ＢＱＲＤです。

三角すいＡ－ＢＣＤと比べると，

{(３＋１)×(３＋１)－１×１}：{(３＋１)×(３＋１)}＝15：16

……底面積の比

３：(３＋１)＝３：４ ……高さの比

よって，四角すいＰ－ＢＱＲＤの体積は，三角すいＡ－ＢＣＤの体積の，

15 ３ 45× ＝ (倍)
16 ４ 64

姥 三角すいＰ－ＳＲＤと三角すいＢ－ＡＣＤを比べると，

(３×３)：{(３＋１)×(３＋１)}＝９：16 ……底面積の比

１：(３＋１)＝１：４ ……高さの比

よって，三角すいＰ－ＳＲＤの体積は，三角すいＢ－ＡＣＤの体積の，

９ １ ９× ＝ (倍)
16 ４ 64

したがって，立体Ｖの体積は，

45 ９128×( ＋ )＝108(安)64 64
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